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多様なものが含まれる､予後の悪い疾患群であるD今回､我々は当科コンサル ト症例の P

末梢性 T細胞リンパ腫､非特異群 -NOB)は現行の WHO分類では形態的､生物学的に
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6ltiewL､腫癌細胞が ma i1 gi が非常に低率とな止eな形態に近く､K 71 nd

る 10例を抽出し､臨床病理学的解析を行ったD 
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1で､節外性が 6停11(牌臓 3例､甲状腺 3例)と節性

DH 値 とに比 して多かった｡通常の PTCLNOS と比較 して初発時の血中 I d ltnernaona
 

ndiitc8progno 05 ､3が有意に低かった 例が化学療法を受け 例が無治療経過観察で､最長の生ex

存期間は 62ケ月であった｡免疫組織化学では CD4陽性 と CD8陽性はそれぞれ 5例で､これら 2

群で臨床病理学的に有意な差は見 られなかった｡また､半数の症例で tan 
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mory llのマーカーである CCR7とCD6Lが 
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tenraionexpress が確認された｡さらに､c lme

7例で陽性であった｡これらは本疾患群での特徴的な所見の可館性が考えられた｡

･L以上より我々が今回見出した症例群は予後が良く､通常の PTC NOSとは臨床病理学的に独

立した疾患単位の可能性があると考えるD

論 文 蕃 査 蘇 果 の 要 旨
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例を抽出し､その分子生物学的､臨床学的特徴を解析 したものである｡研究者は､抽出した 
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